
Moodleコ ラ ム

講義科 目名(コ ース名) 専門演習1～IIO1法 晴報調査A

名前 伊藤 博文

2010年 度春学期 に担 当 した5科 目の 中で,

法科大学院での担 当4科 目中3科 目,法 学

部での担 当科 目1科 目の計4科 目について,

Moodleを 使 って講義 を行 ってきた。今回 は,

法情報調査A(法 科 大学院)と 専門演 習1～

HO1(法 学部)の2科 目の利用方法 について

紹介す る。

1.専 門演習1～ 皿01

まず,法 学部 のゼ ミで ある専門演習で は,

受講者が34名 で あ り,車 道校舎のパ ソコ

ン実習室K802で,全 員がパ ソコンを使い

なが らの講義形態であ った。

Moodleを 利用す るに際 して,学 生 には殆

ど抵抗 はなく,講 義資料の配付 な どは紙媒

体 を殆 ど使 わず に,Moodle上 に配付 ファイ

ル をア ップ ロー ドしておいて,必 要 な場合

に学生 が各 自印刷 す る とい う形態 を とっ

た(図1参 照)。

Moodleが 一番活用 できたのは,出 席管理

とフォー ラム(掲 示板)で ある(図2参 照)。

ゼ ミで はWinny事 件の大阪高裁判決 を検討

す る とい う報告が なされ,そ れ に対す る質

疑 をフォー ラム上で行 った。発表者 が教卓

で 口頭発表す るの を聞 きなが ら,そ れ に対

す る質 問 を フォー ラム に リアル タイ ムで

書込み,そ れを報告者 が見て回答 し,そ の

場で回答で きない場合 は,後 日フォー ラム

に補足的に書き込むとい う形 をとった。学

生 も積極的に議論 に参加することができ

学習効果は高かったと思われる。また,実

験的にチャッ トによる同様 の議論方法 を

試みたが,あ まり議論が深まらず,フ ォー

ラム形式の方 が効果的であると学生の反

応か らも理解できた。

今後もMoodleを 積極的に活用 して,学

習効率を高めていきたい。
駄 、1置㎝鋤 謬壱蹴 としτ0グ ノしvuiOフ ア ト1

愛知大学
aaiwrvsesrtr
iO年頗

・ ロー,珊燈i3・ 鵬=‐rmsns■

口■■■■■1・1・ 四回■■■■圏
爵購 毘一.一,万一弘 …1醐 ・

麗 ■ ■ ■ ■ ■ 帖 剛 日 司}sp・
一ア ワー 臨じ一合屠用Sid,3,1・
-1調 乱 胴 翫

'卜 ・1;
1二丁'卜 μ[≡ コ・'・

毘'一941。1回 鱒 。.司 ゜ お 一
雪1/一又 イベノ}ヰー『2〔 算至伊雁ゼi損

騨 圏 ・[一厩 。 コー.ゼ
τ1鞘一転目弧出父甘a

o、II一プ 愚 」一「

一 ■ ■ 膿 回齪

亙 髄
撚 可〃 司,③

z一
すパ7

第1回

第廻

第週

嗣
第廻

麗 、長1葺一

コ.'兼一

口第週
λケソユ→〃フ`1惣分担

1捌 服吉6YS=-FO&H;

三諾定 陥 測 η 一

脚ロー1ゆ罰り当τ 劉 叫㈲ 赫

蓬討定1'ナ ネト蟹 孟締漁 方法

謡δルーづ3今 蚕の・ケ,・一ル

5ハ ウー"ラ ルービルど順序澱

d圏1刀ア 因

d-一;x-1因 一 一 一 一 一

ギ'1ヒ・卜 雪

1+一 画

第硬]

第祠

第徊

第帽

第1帽

第11

第1掴

第1週

第1徊
聞

⑨ノン々一祉 トiモ ード有動 邑▼ ±100%一

図1

愛知大学情報メディアセンター 46 Vol.21,No.1,2011



2.法 情報調査A

法科大学院で は,法 情報調査Aと い う科

目(未 修者 向け)で,ICTの ス キル を習得 し

つつ,法 情報 を効率的 に収集 し処理す る能

力 を養 う講義 を行 ってい る。

法科大学院で は,院 生一人一人 にノー ト

パ ソコンが貸与 されてい るので,車 道校舎

の一般教室で あるK704教 室 において も,

Moodleを 使 った講義 が,リ アル タイ ムに双

方 向で行 うこ とがで きる。

Moodleの 利用方法 としては,も っぱ ら講

義の連絡お よび資料配付で ある(図3参 照)。

この講義でMoodleを 使 って便利 だったの

は,出 欠 管理 である。 出欠管理モ ジュール

を使 うことに よ り,毎 回行 ってい た出席 ・

遅刻確認 の手間が省 けたこ とは大変助か っ

た。や り方 としては,講 義 の最初 に今 日の

パス ワー ドを板 書す る。 それ を見 て,受 講

生が各 自のパ ソコンか ら出席管理モ ジュー

ルで,パ ス ワー ドを入力す る。 この操作 だ

けで,図4の ような出欠一覧が 自動的に作

成 され,こ れをExcelに 落 として出席点 と

している。大変便利な機能 である。

問題点は,受 講生がパ ソコンといった情

報端末 を持たない講義で,こ の出欠管理 を

どの よ うに利 用で きるかであ る。 この講義

にお い て もフォー ラム(掲 示板)を 活 用 し

た双方向の講義がで きた ことも,Moodleを

活 用 した成果だ と考 えてい る。

3.今 後の展望

Moodleを 使 った講義 は,こ れまでの 出欠

管理 や資 料配 付 準備 に費 や して きた 時間

を節約で きるだ けで も,効 果があ ると考 え

てい る。フォー ラムを使った双 方向の講義

方 法は,使 い方次第で まだまだ効率性 を上

げることがで きると考 えてい る。 もっ とも,

Moodleに は,ア ンケー ト,小 テス トな ど他

に も使 って い ない機能 がた くさんあ るの

で,今 後は こ うした機 能 を積極 的に講義に

取 り入れ る よ うに工夫 して い きたい と考

えてい る。
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